
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 
開設授業科目「成績評価基準」 

 
科目番号：AE53B51 
科 目 名：日本の文学概論 
担当教員：江口真規 
成績評価方法：①毎回の manaba の小テスト 50%、②期末レポート 50% 
成績評価基準： 

①毎回の manaba の小テスト：50％ 
授業中に確認クイズとテキスト課題を出すので、それに答える形で回答する。（10 点×10 回＝合計 100 点を 50％に換算） 

②期末レポート：50％ 
1．授業内容に関する記述問題：30 点 
2．文学作品の日本語訳と英訳を用いた分析：70 点   （合計 100 点を 50%に換算） 
 
【期末レポート評価方法】 

 1 点 2 点 3 点 4 点 5 点 
②-1 問題設定 
 

問題設定がない。 問題設定が明確でな
い。 

問題設定が説明されて
いる。 

問題設定が明確に説
明されている。 

独創的な問題設定が明
確に説明されている。 

②-2 分析・考察 
 

テクストの分析が行
われておらず、考察が
なされていない。 

テクストの分析が十
分に行われておらず、
考察が行なわれてい
ない部分がある。 

テクストを分析し、考
察がなされている。 

テクストを精緻に分
析し、考察がなされて
いる。 

テクストを精緻に分析
し、説得力のある考察
がなされている。 

②-3 授業内容の理
解 

授業内容の理解に乏
しい。 

授業内容を理解して
いるが、不明確な部分
がある。 

授業内容を理解してい
る。 

授業内容を理解し、発
展的な考えが述べら
れている。 

授業内容を十分に理解
し、さらに創意性のあ
る考えが述べられてい
る。 

②-4 形式 指定された構成にの
っとっておらず、誤
字・脱字が多くみられ
る。 

指定された構成にの
っとっているが、誤
字・脱字がみられる。 

指定された構成にのっ
とり、誤字・脱字がな
い。 

指定された構成にの
っとり、誤字・脱字が
なく論旨が整理され
た文章である。 

指定された構成にのっ
とり、誤字・脱字がなく
論旨に沿った内容で明
解な文章である。 

  


